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▶登山口
▶登山行程
▶トイレ　　
▶携帯電話　
※電波状況は天候などにも影響を受けるため、あくまでも目安。

▶登山道は所々狭く、すれ違いが難しいため
　対向してくる登山者との譲り合いが大切。
▶山頂周辺は狭く断崖絶壁なので滑落しないよう
　十分注意。

ROUTE SUMMARY ATTENTION

1時間程度で登れる手軽さがあるが、ある程度の難易度
とスリルを兼ね備えたアスレチックな登山コース。多彩な
ロープ場や、後半は険しい岩を登るなど、変化に富む。山
頂からの眺望は360度のパノラマが圧巻で、達成感と満
足度の高い山といえる。

南口登山口/中央口登山口/西口登山口
登り：約1時間　下り：約30分
登山口「中央口」近くにあり
登山口 　、山頂

❶南口登山口↔❷中央口分岐点
スタート直後に木の根が張り出したロープ
場からはじまり、手を付きながら登る岩など
険しい道が続くが、しだいに広くて歩きや
すい山道になる。

START

❷中央口分岐点↔❸左カーブ
南口から進むと、分岐は右側へ進む。露
出した木の根や岩を階段のようにして登
っていく。6号目からやや道幅が狭くなっ
ていくので注意。

❸左カーブ↔❹山頂
一気に眺望が開け、岩肌の出た細
い崖道をアップダウンしながら進ん
でいく。山頂目前の尾根道から、す
ぐ横が断崖絶壁でスリル満点。

ROUTE OUTLINE

765M
Mt.KOTENGU 小天狗岳

JOZANKEI
LEVEL 2

階
段
の
登
り
が
続
く

急
斜
面
も
整
備
さ
れ
た

登
山
コ
ー
ス

　
　

▶登山口
▶登山行程
▶トイレ　　
▶携帯電話　
※電波状況は天候などにも影響を受けるため、あくまでも目安。

▶17時に園地入場ゲートが閉まるため、14時半以降
　の入山は禁止。（園地入場9時～）
▶コースの所々で、古くなった階段の杭だけが飛び
　出しているのでつまづかないよう足元に注意。
▶ロープは土で汚れているので、手袋があると便利。

ROUTE SUMMARY ATTENTION

登山道は、比較的傾斜のきつい登り続きのコースだが、
多くが階段になっているため歩きやすい。急登や階段の
各所には、ロープが取り付けられ、整備されたコースに
なっている。山頂付近では、ダムの天端から湖、遠くには
温泉街や山々が見渡せる。

定山渓ダム資料館横登山口
登り：約1時間25分/下り：約1時間
定山渓ダム 下流園地 第一駐車場内にあり
登山口 　、山頂

❶登山口
定山渓ダム下流園地内のダム資料館
の前を通り、ダム堤頂へ続く遊歩道階
段横にある登山口からスタート！

START

❶登山口↔❷岩塔
スタート直後に、道道1号線の橋梁下をくぐ
ると、その先から本格的な登りとなる。倒木も
多くあるので足元に注意。登山口から約40
分で到着する、長い階段を登り切ったところ
に大きな岩塔がある。

❷岩塔↔❸山頂
頭上の木々が少し開けて、風が吹き
抜けてくる。山頂に近づくと眺望ポイ
ントが現われ、そこを越えると、コースで
は数少ない下りが山頂目前の合図。

ROUTE OUTLINE
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雨ノ日と雪ノ日

18JZKJZK17 ※登山行程は、休憩時間を含む目安の時間です。無理はせず、自分のペースで登りましょう。




